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令和８（2026）年７月22日（水）に事前復興まちづくり計画に関する高校生ワー
クショップを県立中村高校で開催しました。当日は、なかむら自主防災組織
（NDSD）のメンバーを中心に14名の生徒さんにご参加いただき、四万十市の復
興まちづくりについて様々なご意見をいただきました。

ワークショップでは、「四万十市の宝を確認しよう」、「復興まちづくりを考えてみ
よう」をテーマに、４班に分かれて意見を出し合いました。

高校生ワークショップを開催しました

ワークショップ

発表

各班に分かれて、活発な意見交換を実施しました。

検討した内容について、それぞれ発表していただきました。

新たに
つくりたいもの（宝）

守る・取り戻す
方法・手段

場所が変わっても
仕方がないもの

その場所でないと
困るもの

柱
（キーワード）

命を守る

生活を再建する

なりわいを再生
する

歴史・文化、
自然を継承する

その他

耐震化などの
地震対策

高台など安全
な場所での家
の確保

堤防 速やかな応急
仮設住宅の確
保

防災グッズの
準備

天神橋商店街
のアーケード

道の駅 よって
西土佐

満州軒

漁業を組み込
んだイベントの
実施

早期復興のため
の高校生ボラン
ティアの受入れ

赤鉄橋

災害伝承碑

耐震補強の実
施

教育の早期再
開のための人
材確保

お土産を増や
す

はれのば

よさこい体験
の実施

沈下橋

一条大祭の前
夜祭を実施

サイクリング
コースを作る

清掃活動

近所の方との
付き合いを大
切にする

ゆるキャラ

四万十市役所

空港

水族館

焼肉キング

サイゼリヤアニメイト

映画館

ドン・キホーテ

ウォータースラ
イダー

土佐の小京都

安並水車 よさこいしまんと市民祭
（花火大会）

しまんとぴあ 温泉

バンジージャン
プ

アピアさつき

丸亀製麺

とまろっと

鮎

うなぎ

青さのり

セブンイレブン

おしゃれな飲
食店

一条神社

パンのピノキオ

天神橋商店街

31アイスクリー
ム

四万十市役所

中高前駅

広い道路

カーブミラーを
増やす

中村病院

市民病院

医療機関

くろしお鉄道

中村駅

道路

交通ネットワーク

中村高校市内の小学校

市内の保育園

教育機関

漁業

祭り・イベント

歴史・文化

景観資源

しまんと市民祭
（花火大会）

一条大祭

イベント

地域コミュニ
ティの維持

図書館 病院

四万十川

後川 桜

古城山

トンボ公園

住まい等の再建とあわせた
交通ネットワークの再建

かさ上げして、
安全な住まい

くろしお鉄道

四万十市の宝柱（キーワード）

家命を守る

バス生活を再建する

しまんと市民祭

歴史・文化、
自然を継承する

よさこい

一條祭り

一條太鼓

うなぎ

鮎

茄子

手長えび

屋形船

小京都

災害から守りたい「四万十市
の宝」として、様々な資源等を
あげていただきました。

「四万十市の宝」を確認しよう



ステップ①住まいの再建方法

「背後地での再建」、「市内他地域への移転」について、良いところと心配なところ
について話し合いました。

「背後地での再建」では、慣れ親しんだ土地や地域コミュニティの維持ができるこ
とが良いところとしての意見が出ました。

「市内他地域への移転」では、生活の利便性の向上や市街地の活性化が期待され
るとの意見が出されましたが、他地域への移転に伴い、市街地の人口増加に伴う
生活環境の悪化や移転跡地の衰退等が心配事として挙がりました。

復興まちづくりのイメージを考えよう

ステップ② 地域の活性化に資する土地利用へのアイデア

ステップ③ 復興まちづくりのキャッチフレーズ

夢や理想を
広げる四万
十市
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土地を活か
した非日常
体験

海で非日常
体験を

災害に打ち勝
て四万十市！

し ぜん

まん ぞくする

と にかく楽しい・都会的

天体観測

室 内 の レ
ジャー施設

大 規 模 ス
ポーツ施設

フェス等が開
催できる会場

娯楽施設自然を活かした地域振興

サーフィン
場

砂浜での
アート

菜の花公園 花畑（観賞
用・商業用）

海・山・川を
活かした観
光振興

宿泊・温浴施設

サウナ温泉

キャンプ場 グランピン
グ施設

自然を活か
した体験型
の宿泊施設

ドン・キホー
テ

映画館 水族館

ラウンドワ
ン

農業・食に関する産業振興

グルメ街道道の駅

大農園 農業体験の
場

元地域住民
の職場（農
業施設等）

高速道路の近
くだと、移動し
やすい

空港

水族館

ゴルフ場

中村高校前駅
があると便利

まちなかに鉄
道を伸ばす

スケート場

ソーラーパ
ネルの設置

集会所空港

住まい
災害危険区
域の利用

交通

ステップ②地域の活性化に資する土地利用へのアイデア

大規模災害発生後に、災害危険区域に指定された場合の土地利用へのアイデア
として、自然を活かした地域振興や娯楽施設の整備、農業や食に関する産業振興な
ど、高校生ならではの意見が多く出ました。

ステップ③復興まちづくりのキャッチフレーズ

復興まちづくりのキャッチフレーズとして、「自然」、「非日常」、「夢」、「理想」等の
キーワードが各班共通してあげられ、本市の自然を意識して復興を進めるべきで
はとの意見をいただきました。

四万十市役所 防災まちづくり課

TEL：0880-35-2044（直通）

〒787-8501 四万十市中村大橋通4丁目10

お問合せ

ステップ① 住まいの再建方法

心配なところ良いところ

背後地での再建
（造成地等での
高台移転）

市内他地域
（例えば、まちなか）

への移転

その他

利用可能な土
地が増える

生まれ育った
場所は、安心
感がある

人口増加による
生活環境（騒音・
ゴミ等）の悪化

元の居住地から
人がいなくなり
土地が荒廃する

高齢者が背後
地に残される
可能性

元からいた人と
助け合いながら
生活できる

お店が近くに
なり、買い物
をしやすい

ゴルフ場を活
かして住まい
を確保

地域の人と協
力して暮らす
ことができる

市内に人口が集
中することで活
性化につながる

交通の利便性
が向上する

住まいの近く
に商業が多く、
生活しやすい

通学・通院等の
日常の移動が困
難になるおそれ

市内と背後地
を結ぶ交通面

昔からの    
  や文化が薄
れる可能性

今の地域がま
とまって再建
できる

人口の増加に
伴い、商業施
設等の増加

現在の住まい
よりも災害リ
スクが減る

暮らしの便利
性が向上する

速やかに移転
できるか

移転しても、
津波以外の自
然災害の恐れ

交通量が多く
なる

慣れた土地は、
親しみがある

再建するより
も費用負担が
少ない

若者の増加

既存コミュニ
ティになじめ
るのか心配

高齢者にとっ
て生活負担が
大きい

若者流出のお
それ

土砂災害の危
険性が高まる
おそれ

居住地分散によ
る地域コミュニ
ティの希薄化

慣れ親しんだ土地 交通面の課題

生活利便性の向上

市街地の活性化 人口増加に伴う生活環境の悪化

移転跡地の衰退


